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は じ め に 

 

 牧之原市は、令和５年度からスタートした第３次総合計画の 

将来都市像に、「ＲＩＤＥ ＯＮ ＭＡＫＩＮＯＨＡＲＡ  

夢に乗るまち 牧之原」、「豊かな自然を活かした 心豊かで 

アクティブな暮らしが実現できるまち」を掲げ、私たちが 

愛するこのまちが、子や孫の世代になっても持続可能で、 

市民の皆様が希望をもって暮らせる、「輝く未来」の実現に 

向けて全力でまちづくりを進めております。 

牧之原市教育大綱は、市全体の舵取りをする市長と教育行政に直接に関わる

教育委員会とが、地方教育行政法に基づいて設置する牧之原市総合教育会議に

おいて協議し、本市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策につい

ての根本となる方針として定めたものです。 

 今回策定いたしました教育大綱は、市のまちづくりのすべての計画の基本と

なる第３次総合計画を基に見直しを行い、計画期間につきましては、総合計画

の計画期間に合わせ、令和６年度から 12 年度までの７年間といたしました。 

 また、牧之原市菊川市学校組合教育大綱につきましても、管理市である市の

教育大綱に準じた内容として、一体的に進めてまいります。 

 新たな牧之原市教育大綱及び牧之原市菊川市学校組合教育大綱では、これま

でと同じく「こころざしを持ち 夢ある人づくり」を基本理念としており、本

市といたしましては、すべての人がこころざしを持ち、自らの夢を実現でき、

幸せを実感できる教育の実現を目指して、今後、この大綱を柱とし、取組んで

まいりますので、より一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

 

 

 令和６年４月  

                  牧之原市長 杉本 基久雄 
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■教育大綱策定の趣旨 

平成26年６月の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、

地方公共団体の長は地域の実情に応じて、教育、学術及び文化の振興に関する総

合的な施策の大綱を定めることとされました。 

牧之原市教育大綱及び牧之原市菊川市学校組合(以下、「学校組合」という。)

教育大綱は、牧之原市及び学校組合の教育、学術及び文化の振興に関する様々な

施策について、その根本となる考え方や目標を示すものとして策定しました。 

なお、学校組合については、管理市である牧之原市の施策の影響をうける部分

が非常に大きいことから、市に準じることとしています。 

 

■教育大綱の位置付け 

 教育大綱は、牧之原市の教育の総合的な施策の考え方を示すものであるため、

本市のまちづくりの基本となる指針である「第３次牧之原市総合計画」を基に策

定され、牧之原市教育委員会において策定している「牧之原市教育振興基本計画」

の土台となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■教育大綱の期間 

 総合教育会議において、教育大綱は第３次牧之原市総合計画及び教育施策の

重点を基に策定するとしたことから、総合計画と同様の期間とし、令和12年ま

でとします。 

牧之原市教育大綱 
(学校組合教育大綱) 

 

第３次牧之原市総合計画 

 

牧之原市教育振興基本計画 

※学校組合は同計画に準じています。 

教
育
振
興
基
本
計
画 

国 市 

静
岡
県
教
育
振
興
基
本
計
画 

県 



3 
 

■基本理念 

 

こころざしを持ち  夢ある人づくり 

 

 本市では、すべての人がこころざしを持ち、自らの夢を実現でき、幸せを実感

できる教育の実現を目指しています。 

 

 基本理念の実現ができる人として、次のような人物の育成を目指しています。 

 

○気づき、考え、行動する人 

◆目標を達成する喜びと感動を知る人 

◆健康な心と体を育み、肯定感と存在感を持つ人 

◆自ら学び、考え、判断して行動する人 

 

○人を思いやり、人との対話を大切にする人 

◆人との出会いやふれあいを大切にし、お互いを認め尊重する人 

◆自立と共生の心を育み、生命を尊重する人 
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■教育の目標 

  

 基本理念、目指す人物像の実現のため、２つの教育の目標を定めて、本市の

教育を進めていきます。 

 

１ 確かな学力をつけ、次代を切り拓く力を育成します 

 人口減少や気候変動などの社会問題に加え、技術革新や新たな感染症の蔓延

など予測困難な社会経済の中で、答えのない問いに対応でき、持続可能な社会

の作り手となるため、自ら気づき、考え、行動していくことが求められていま

す。 

 そのために、小中一貫教育の推進やICT技術の活用などによる時代に対応し

た教育の充実を図り、確かな学力をつけるとともに、安心安全で魅力的な学校

の整備を進め、９年間を一つの方針のもとで、特色ある教育を地域とともにつ

くり、次代を切り拓く力の育成を進めていきます。 

 

 

２ 豊かさが実感できる教育を推進します 

 人生100年時代と言われる中で、子どもから高齢者まで、地域に暮らす一人一

人が学びを通して、世代を超えてさまざまな人とつながっていくことが重要で

す。そうした学びを地域活動につなげ、暮らしの中に生きがいと豊かさを実感し

つつ、活力ある持続可能な地域の実現が求められています。 

 そのために、豊かな自然環境や伝統文化などを通した郷土愛を育む機会の創

出、生涯学習活動、図書環境の充実やスポーツ、文化芸術の振興を行い、活力あ

る人づくり、地域づくりを目指します。 
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